
































































      ↓ 
②「主人公が動物神の秘密を見る」 
      ↓ 
③「動物神が真相を語って神の世界に帰る」 
      ↓ 
④「主人公が人間世界に帰る」 





























































































































































Ⅰ： 【緒言】（ⅰ）   と 【結語】（ⅰ´）   の対 
Ⅱ： 【暮らしA】（ⅱ） と 【暮らしB】（ⅱ´） の対 
Ⅲ： 【移動A】（ⅲ）  と 【移動B】（ⅲ´）  の対 
Ⅳ： 【侵入】（ⅳ）   と 【退出】（ⅳ´）   の対 

















































































A  姉妹の紹介 
B  姉妹の暮らし（姉妹の四方山噺） 
C 足音が近づいてくる 
D  小男が家に入ってくる 
E  姉妹の健啖ぶりに驚く小男 



















〈パターン①〉   〈テキスト〉 
ⅰ ：【緒言】    ：A 
ⅱ ：【暮らしA】  ：B 
ⅲ ：【移動A】   ：C 
ⅳ ：【侵入】    ：D 
ⅴ ：【緊張A】   ：E・F 
ⅴ´：【緊張B】   ：E´・F´ 
ⅳ´：【退出】    ：D´ 
ⅲ´：【移動B】   ：C´ 
ⅱ´：【暮らしB】   ：B´ 









































   《疑問》       《疑問を持った人》    《疑問の解決》 
D パッチの中身は何か？  主人公         中身は糞であった 













ⅰ ：【緒言】   ：A 
ⅱ ：【暮らしA】  ：A・B・C 
ⅲ ：【移動A】    ：D 
ⅳ ：【侵入】      ：E 
ⅴ ：【緊張A】    ：F 
ⅴ´：【緊張B】    ：F´ 
ⅳ´：【退出】      ：E´ 
ⅲ´：【移動B】    ：D´ 
ⅱ´：【暮らしB】  ：A´・B´・C´ 























「ストーリー展開」        交差対句の要素 
①主人公が動物神に育てられる   A・B・C 
                 【緒言】（ⅰ）・【暮らしA】（ⅱ） 
②主人公が動物神の秘密を見る   D・E 
                 【移動A】（ⅲ）・【侵入】（ⅳ） 
③動物神が真相を語って神の    F・F´・E´ 
世界に帰る           【緊張A】（ⅴ）・【緊張B】（ⅴ´）・【退出】（ⅳ´） 
④主人公が人間世界に帰る     D´・C´・B´・A´ 
                 【移動B】（ⅲ´）・【暮らしB】（ⅱ´） 
⑤動物神の加護のもとに主人公   A´ 
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